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世界初の多偏波SAR観測が可能なALOS/PALSARデータを用い、ポラリメトリ（多偏波SAR解
析）、ポラリメトリック・インターフェロメトリ（多偏波干渉SAR解析）を用いた土地被覆の把
握の手法を検討した。土地被覆分類においては同じ分類法を使った場合、多偏波SAR解析のみに
よるものより、より多くの情報を用いる多偏波干渉SAR解析による土地被覆分類の方が精度が向
上した。特に森林、水面、市街地の抽出で大きな改善効果が見られた。PALSARの干渉SAR解析
は2時期の観測の干渉のため、土地被覆の変化抽出にも有効であると思われる。そこで農作地の
変化を利用した変化抽出も試み、良好な結果を得ている。
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